











































































































































































































　ｙ 1，ｙ 2，ｙ 3は，給付とする。
〔元本確定前の根抵当権において， 3 つの債権があるばあい〕

















































































































ａ 3が相続人とし，ａ 1 が家業を継ぐことに決ったとしよう。そこで，






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　第 380 条および第 381 条（抵当権消滅請
求をすることができない者）の規定は，第
1項の消滅請求について準用する。
　元本の確定後において，現に存する債務の
額が，根抵当権の極度額を超えるときは，他
人の債務を担保するため，その根抵当権を設
定した者または抵当不動産について，所有権，
地上権，永小作権もしくは第三者に対抗する
ことができる賃借権を取得した第三者は，そ
の極度額に相当する金額を払い渡し，または
供託して，その根抵当権の消滅請求をするこ
とができる。この場合において，その払渡し，
または供託は，弁済の効力を有する。
①
⑴
　第398条の 16 の登記がされている根抵当権
は，1個の不動産について，前項の消滅請求
があったときは，消滅する。
②
③
136
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⑴　鎌田薫・口語物権法587頁以下を参照した。Ａを債権者かつ根抵当権
者，Ｂを債務者かつ根抵当権設定者，Ｃは根抵当不動産を買って，所有
権を取得した者とする。数字は，万円単位とする。
給付
債務
債権
根抵当権 元本が確定。
Ａの債権額は，
1200 だった。
以上の払い渡し
は，弁済の効力
を有する。
根抵当不動産
極度額
1000
Ｂ
Ａ
200
支払い
債務
債権
Ｂ
Ａ
1000
支払い
債務
債権
Ｂ
Ｃ
1200
支払い
債務
債権
根抵当権
「根抵当不動産
を売る」
　所有権（Ｃの）
―根抵当権（Ａの）
「買う」
極度額
1000
Ｂ
Ａ
Ｃ
ＣがＡへ
極度額
1000 を
払い渡して，
根抵当権の
消滅請求を
した。 所有権
金銭
元の根抵当不動産
民法 500 条による。
1000
Ｃ
所有権
